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塚原研究室 1981年 の様

子 川人 後列右から２人

目 や塚原 ７人目 小田洋

一 後列左端 名古屋大名誉

教授 らが写る
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第３章 拡 張 ② 川か
わ

人と

光
男

Ａ
Ｔ
Ｒ
脳

情
報
通
信
総
合
研
究
所
長

が

書
店
で
１
冊
の
本
を
見
つ
け
た

の
は
、
東
京
大
理
学
部
物
理
学

科
に
学
ん
だ
時
だ
っ
た
。

「
数
理
神
経
生
物
学
」
。
塚

原
仲な

か

晃
あ
き
ら

が
、
同
じ
生
物
工
学

科
の
助
教
授
・
佐
藤
俊
輔
と
共

訳
し
て
い
た
。
脳
科
学
の
理
論

的
な
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。

「
先
生
は
も
ち
ろ
ん
お
医
者

さ
ん
で
、
神
経
生
理

学
者
だ
け
れ
ど
、
理

論
的
な
研
究
に
相
当

な
思
い
入
れ
が
あ
っ

た
。
（
大
阪
大
の
）

生
物
工
学
科
っ
て
、

神
経
細
胞
の
、
実
験

と
理
論
の
立
場
の
人

が
交
流
し
て
い
る
面

白
い
場
所
な
ん
だ
と
思
っ
て
」

１
９
７
６
年
４
月
、
大
阪
大

大
学
院
の
門
を
た
た
い
た
。

当
初
入
っ
た
の
は
、
よ
り
理

論
に
重
き
を
置
く
教
授
、
鈴
木

良
次
の
研
究
室
。
一
方
で
進
路

の
縁
も
あ
り
、
塚
原
の
誘
い
で

１
年
生
の
頃
か
ら
、
彼
ら
が
実

験
で
見
つ
け
た
現
象
を
、
モ
デ

ル
（
数
式
）
化
し
て
い
っ
た
。

概
略
は
こ
う
だ
。

小
脳
を
形
作
る
小
脳
核
、
赤

核
、
小
脳
前
核
は
、
興
奮
性
の

つ
な
が
り
を
持
つ
。
一
部
の
抑

制
性
の
信
号
を
阻
害
す
る
と
、

３
種
類
の
神
経
細
胞
は
、
し
ば

ら
く
興
奮
し
続
け
る
。

川
人
は
ま
ず
、
塚
原
や
弟
子

の
村
上
富
士
夫
（
大
阪
大
名
誉

教
授
）
か
ら
、
実
験
を
通
じ
て

得
た
神
経
細
胞
の
記
録
デ
ー
タ

を
受
け
取
り
、丹
念
に
眺
め
た
。

力
学
系
の
観
点
も
踏
ま
え
、
現

象
を
説
明
す
る
理
論
を
編
ん
で

い
っ
た
。
「
小
脳
性
反
響
回
路

モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
。

「
う
ち
で
助
手
に
な
り
な
さ

い
」
。

年
７
月
、
鈴
木
の
下

で
博
士
号
を
取
り
、
渡
米
を
考

え
て
い
た
川
人
を
、
塚
原
が
引

き
留
め
た
。
初
め
て
得
た
研
究

者
と
し
て
の
職
。

年
４
月
ま

で
指
導
を
受
け
た
。

４
カ
月
後
、
塚
原
は
上
野
村

の
山
中
に
逝
っ
た
。
遺
体
の
身

元
は
、
川
人
が
藤
岡
市
へ
着
い

て
す
ぐ
、
特
定
さ
れ
た
。

「
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
。
か
っ

こ
よ
か
っ
た
で
す
よ
」
。
在
り

し
日
を
回
顧
す
る
。

講
義
で
シ
ナ
プ
ス
の
可
塑
性

を
説
明
す
る
姿
を
、
鮮
明
に
記

憶
す
る
。
「
樹
状
突
起
の
電
位

を
伝
え
る
数
学
的
な
モ
デ
ル
が

あ
る
ん
で
す
が
、
物
理
で
よ
く

使
う
、
偏
微
分
方
程
式
の
変
数

分
離
法
で
解
い
て
い
く
」
。
一

般
的
な
パ
ソ
コ
ン
や
動
画
は
も

ち
ろ
ん
な
い
時
代
。
教
授
は
資

料
を
一
切
見
る
こ
と
な
く
、
数

式
を
黒
板
に
つ
づ
っ
た
。

「
も
の
す
ご
く
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
神
経
細
胞
の
電
気

生
理
学
的
な
実
験
で
大
変
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
先
生
が
、
数

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
切
に

し
て
い
て
」

研
究
室
を
去
る
際
、
塚
原
か

ら
も
ら
っ
た
言
葉
を
、

年
後

も
胸
に
抱
く
。
「
こ
れ
か
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
ス
ケ
ー

ル
の
研
究
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
な
ら
で
き
る
」

川
人
は
２
０
０
８
年
か
ら
、

国
が
進
め
る
ブ
レ
ー
ン
・
マ
シ

ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
）
研
究
の
代
表
を
務
め
て

い
る
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど

年

目
。
先
駆
者
は
「
今
は
よ
り
世

の
中
に
役
立
つ
仕
事
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

国
内
十
数
の
先
端
施
設
と
連

携
し
、
同
じ
プ
ロ
ト
コ
ル
（
規

格
）
を
使
い
、
こ
れ
ま
で
に
数

千
人
規
模
の
脳
活
動
の
デ
ー
タ

を
集
め
た
。
い
ず
れ
も
精
神
疾

患
の
患
者
の
神
経
回
路
の
動
き

を
示
す
。
「
脳
の
動
き
か
ら
、

患
者
さ
ん
の
疾
患
や
タ
イ
プ
を

判
別
す
る
」

そ
れ
を
土
台
と
し
た
「
よ
り

適
切
な
治
療
」
の
提
供
を
視
野

に
入
れ
る
。

（
敬
称
略
）
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台
風

号
の
被
害
で
断
水
が

続
く
静
岡
市
清
水
区
を
支
援
し

よ
う
と
、
高
崎
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
グ
レ
ー
ト
群
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
野
村
彰
理
事
長
）は

日
、

前
橋
市
管
工
事
協
同
組
合
（
古

川
澄
人
理
事
長
）
の
事
務
所
な

ど
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水

約
１
㌧
分
の
積
み
込
み
作
業
を

行
っ
た
。

日
に
現
地
に
届
け

る
。同

法
人
が
運
営
す
る
ロ
ー
カ

ル
ヒ
ー
ロ
ー
「
超
速
戦
士
Ｇ
｜

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
の
ハ
ル
ナ
ブ
ル
ー

も
作
業
に
参
加
。
同
組
合
員
ら

と
協
力
し
な
が
ら
、
リ
レ
ー
方

式
で
飲
料
水
の
入
っ
た
段
ボ
ー

ル
箱
を
積
み
込
ん
だ
。

同
法
人
が
清
水
区
の
知
人
か

ら
現
地
の
状
況
を
聞
き
、
支
援

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
関
わ
り
が
深
い

同
組
合
が
協
力
を
申
し
出
た
。

桐
生
市
末
広
町
商
店
街
振
興
組

合
（
中
村
昌
也
理
事
長
）
も
賛

同
し
、
水
な
ど
を
提
供
し
た
。

現
地
で
給
水
車
ま
で
水
を
受

け
取
り
に
行
け
な
い
高
齢
者
ら

に
優
先
的
に
配
布
す
る
予
定
。

同
法
人
の
井
上
毅
理
事
は
「
わ

ず
か
だ
が
清
水
区
住
民
の
役
に

た
て
ば
」
と
話
し
た
。
水
道
事

業
者
と
し
て
災
害
復
旧
に
携
わ

っ
た
経
験
が
あ
る
古
川
理
事
長

も
「
断
水
は
復
旧
ま
で
が
本
当

に
大
変
」
と
被
災
地
を
思
い
や

っ
た
。

中
村
理
事
長
は
「
今
は
日
本

中
ど
こ
で
災
害
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
。
お
互
い
さ
ま
の
気

持
ち
で
支
援
に
参
加
し
た
」
と

話
し
た
。

（
湯
沢
宏
志
）

断
水
続
く
静
岡
へ

飲
料
水
１
㌧
支
援

高
崎
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

積み込み作業を行う関係者

前
橋
女
２
年
ぶ
り
最
高
賞

第 回県高校新聞コンクールの審査会が 日、前

橋市古市町の上毛新聞社で開かれた。県内 校の新

聞部などが作った新聞が審査され、最高賞の知事賞

には、子宮頸
けい

がんなどの原因となるヒトパピローマ

ウイルス（ＨＰＶ）の感染を防ぐワクチン接種に焦

点を当てた前橋女子が２年ぶりに選ばれた。

各校の新聞について意見を出し合う審査委員

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
問
題

多
角
的
に
捉
え
記
事
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
後

に
全
身
の
痛
み
な
ど
を
訴
え
る

人
が
相
次
ぎ
、
国
が
積
極
的
な

勧
奨
を
中
止
し
て
い
た
が
、「
有

効
性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
上

回
る
」
と
判
断
し
て
４
月
か
ら

再
開
し
て
い
る
。
前
橋
女
子
は

接
種
に
関
す
る
校
内
の
意
識
調

査
や
有
識
者
ら
の
見
解
、
副
反

応
に
苦
し
む
当
事
者
の
声
を
報

じ
た
。
問
題
を
多
角
的
に
捉
え
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
記
事
に
ま
と

め
た
点
が
高
い
評
価
を
受
け

た
。

第
２
席
の
県
議
会
議
長
賞
は

高
崎
が
受
賞
し
た
。
校
内
の
活

動
や
男
女
共
学
化
の
実
情
な
ど

幅
広
い
話
題
を
紹
介
し
、

面

に
及
ぶ
充
実
し
た
紙
面
に
仕
上

げ
た
。
第
３
席
の
県
教
育
長
賞

に
は
農
大
二
が
選
ば
れ
た
。
資

料
を
丹
念
に
読
み
解
き
、
科
学

技
術
立
国
の
推
進
を
巡
る
岸
田

政
権
の
政
策
を
ま
と
め
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
上
毛
新
聞
社

が
主
催
。
昨
年
９
月
〜
今
年
８

月
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
を
対
象

に
、
県
教
委
と
県
高
校
長
協
会
、

県
私
立
小
・
中
・
高
校
協
会
、

県
高
校
文
化
連
盟
、
同
社
の
代

表
が
企
画
力
や
紙
面
構
成
な
ど

を
審
査
し
た
。

審
査
委
員
の
小
渕
紀
久
男
同

社
編
集
局
長
は
「
学
校
行
事
を

取
り
上
げ
た
も
の
や
、
関
心
を

深
く
掘
り
下
げ
て
記
事
に
し
た

新
聞
が
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
た
」
と
全
体
を
講

評
し
た
。

表
彰
式
は

月

日
に
同
社

上
毛
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

他
の
受
賞
校
は
次
の
通
り
。

▽
上
毛
新
聞
社
長
賞

高
崎

女
子
▽
県
高
校
長
協
会
長
賞

共
愛
▽
県
私
立
小
・
中
・
高
校

協
会
長
賞

太
田
女
子
、
高
経

大
付
▽
県
高
校
文
化
連
盟
会
長

賞

前
橋
、
太
田
▽
優
秀
賞

富
岡
、
高
崎
商
大
付
、
館
林
▽

努
力
賞

健
大
高
崎

（
神
辺
尚
美
）

後
期
高
齢
者
保
険
証
の
負
担
割
合

人
分
に
表
示
ミ
ス

桐生市

東
毛
工
業
用
水
道
の

漏
水
で
20
カ
所
点
検

県
企
業
局

太
田
、
伊
勢
崎
両
市
で
８
月

に
起
き
た
東
毛
工
業
用
水
道
の

水
道
管
漏
水
事
故
を
受
け
、
県

企
業
局
は

日
、
太
田
市
の
事

故
現
場
と
同
じ
止
水
蓋
を
使
っ

て
い
る

カ
所
を
近
く
点
検

し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

両
市
の
漏
水
事
故
は
８
月

日
に
１
カ
所
ず
つ
発
生
。
太
田

市
で
は
止
水
蓋
の
固
定
ボ
ル
ト

の
腐
食
、
伊
勢
崎
市
で
は
補
修

弁
の
腐
食
に
よ
る
破
損
が
原
因

だ
っ
た
。
補
修
弁
に
つ
い
て
は

毎
年
行
う
全
４
１
６
カ
所
の
目

視
確
認
の
際
、
腐
食
具
合
を
重

点
的
に
確
認
す
る
と
い
う
。

同
水
道
は
太
田
、
伊
勢
崎
、

館
林
な
ど
８
市
町
を
給
水
区
域

と
し
、
配
水
管
路
の
総
延
長
は

１
５
５
㌔
。

事
業
所
が
冷
却

や
洗
浄
な
ど
に
利
用
し
て
い

る
。
最
も
古
い
管
路
は
１
９
７

８
年
か
ら
使
用
し
て
い
る
。
管

路
全
体
の
調
査
や
更
新
工
事
は

２
０
２
４
年
度
か
ら
行
う
予

定
。

日
の
県
議
会
一
般
質
問

で
、
秋
山
健
太
郎
氏
（
自
民
）

の
質
問
に
答
え
た
。

体
育
大
会
参
加

２
人
が
熱
中
症

高
崎
倉
賀
野
中

日
午
前

時

分
ご
ろ
、

高
崎
市
倉
賀
野
町
の
高
崎
倉
賀

野
中
で
、
体
育
大
会
に
参
加
し

て
い
た
２
年
生
２
人
が
熱
中
症

の
疑
い
で
搬
送
さ
れ
、
女
子
生

徒
が
中
等
症
、
男
子
生
徒
が
軽

症
と
診
断
さ
れ
た
。

同
校
な
ど
に
よ
る
と
、
２
人

は
中
距
離
走
を
走
り
終
わ
っ
て

校
庭
の
自
席
に
戻
り
、
気
分
が

悪
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ

れ
た
と
い
う
。
搬
送
を
受
け
、

午
後
の
競
技
を
順
延
し
た
。
事

前
や
当
日
に
水
筒
持
参
や
帽
子

の
着
用
、
水
分
補
給
な
ど
を
呼

び
か
け
て
い
た
と
い
う
。

市
教
委
は
市
内
各
校
に
部
活

や
運
動
中
の
熱
中
症
対
策
の
徹

底
を
通
知
し
た
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

新
た
に
７
施
設
募
集

館
林
市

館
林
市
は

日
、
三
の
丸
芸

術
ホ
ー
ル
な
ど
市
有
７
施
設
に

つ
い
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
愛
称
命
名
権
）
の
ス
ポ
ン
サ

ー
を
募
集
す
る
と
発
表
し
た
。

月
１
日
か
ら
民
間
企
業
や
個

人
を
対
象
に
募
集
を
始
め
る
。

対
象
施
設
と
希
望
す
る
年
間

契
約
金
額
は
、
三
の
丸
芸
術
ホ

ー
ル
（
１
０
０
万
円
）
高
根
運

動
場
（
同
）
中
央
公
園
（
同
）

谷
田
川
北
部
運
動
広
場
（

万

円
）
高
根
中
央
公
園
（
同
）
東

山
運
動
広
場
（
同
）
大
島
東
部

運
動
広
場
（
同
）
。
い
ず
れ
も

契
約
期
間
は
原
則
来
年
４
月
１

日
か
ら
５
年
間
。

月

日
ま

で
募
集
し
、
審
査
委
員
会
を
開

い
て
交
渉
者
を
決
め
る
。

募
集
は
文
化
会
館
カ
ル
ピ
ス

ホ
ー
ル
、
ダ
ノ
ン
城
沼
ア
リ
ー

ナ
に
続
き
３
回
目
。
財
政
健
全

化
な
ど
が
目
的
で
、
市
が
得
た

対
価
は
施
設
の
運
営
や
維
持
管

理
費
用
に
充
て
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
市
企
画
課

（
☎
０
２
７
６
・
４
７
・
５
１

０
２
）
へ
。

桐
生
市
は

日
、

歳
以
上

を
対
象
に
７
月
と
９
月
に
発
送

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
に
つ
い
て
、
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
を
判
定
す

る
た
め
の
収
入
な
ど
の
金
額
に

入
力
ミ
ス
が
あ
り
、

人
分
を

差
し
替
え
た
と
発
表
し
た
。
負

担
割
合
を
本
来
３
割
と
表
示
す

べ
き
と
こ
ろ
、
１
割
ま
た
は
２

割
と
少
な
く
表
示
し
て
い
た
。

市
医
療
保
険
課
に
よ
る
と
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
の
指
摘
で
発
覚
し
た
。
市

は
対
象
者
に
電
話
や
訪
問
で
謝

罪
し
、
正
し
く
表
示
さ
れ
た
被

保
険
者
証
を
交
付
し
た
。

新
た
な
被
保
険
者
証
の
交
付

に
伴
い
、
８
〜
９
月
に
か
か
っ

た
医
療
費
の
う
ち
本
人
負
担
の

差
額
分
に
つ
い
て
納
付
し
て
も

ら
う
。今
後
、個
別
に
訪
問
し
、

同
連
合
が
用
意
す
る
納
付
書
を

手
渡
す
と
い
う
。（

千
明
良
孝
）

稲
刈
り
中
に
指
切
断

前
橋
の
男
性

東

吾

妻

で

日
午
後
０
時
半
ご
ろ
、
東

吾
妻
町
新
巻
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈

り
を
し
て
い
た
前
橋
市
三
河

町
、
富
沢
隆
夫
さ
ん

が
コ

ン
バ
イ
ン
後
部
の
カ
ッ
タ
ー
に

右
手
を
巻
き
込
ま
れ
た
と
、
一

緒
に
作
業
を
し
て
い
た
弟

が
１
１
９
番
通
報
し
た
。
富
沢

さ
ん
は
薬
指
を
切
断
す
る
重

傷
。吾

妻
署
に
よ
る
と
、
現
場
は

富
沢
さ
ん
が
所
有
す
る
田
ん

ぼ
。
同
日
午
前

時
ご
ろ
か
ら

２
人
で
作
業
し
て
い
た
。
同
署

が
事
故
原
因
を
調
べ
て
い
る
。

年
金
減
額
訴
訟
が
結
審

東
京
高
裁

２
０
１
２
年
の
国
民
年
金
法

改
正
に
よ
る
年
金
支
給
の
減
額

は
生
存
権
な
ど
を
保
障
し
た
憲

法
に
反
す
る
な
ど
と
し
て
、
県

内
の
受
給
者
約

人
が
国
に
減

額
分
の
支
払
い
を
求
め
た
訴
訟

の
控
訴
審
の
第
４
回
口
頭
弁
論

が

日
、
東
京
高
裁
（
矢
尾
渉

裁
判
長
）
で
開
か
れ
、
原
告
側

が
意
見
陳
述
を
行
っ
て
結
審
し

た
。
判
決
は

月

日
に
言
い

渡
さ
れ
る
。

原
告
側
の
意
見
陳
述
で
は
、

根
岸
勝
美
さ
ん

藤
岡
市

藤
岡

が
最
近
の
物
価
高
に
触

れ
な
が
ら
「
さ
ら
に
年
金
が
削

減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
と
不
安
で
た
ま
ら
な
い
」
な

ど
と
訴
え
た
。
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（２０）(令和４年) （２０）(令和４年)


